






• 学校・家庭・地域・・子どもたちが生き

る，育つ『居場所』とそれぞれの役割

• おとな社会の反映

• 子どものもっている本来の力をどこで・

どう引き出していくのか？・・今，問わ

れていること



■ねらいねらいねらいねらい・・・・目的目的目的目的

連続講座の中で，それぞれの認識や意識を高めることや，

体験活動を通して子どもたちのもっている感性や好奇

心・発想を引き出し，興味・関心をもって意欲的に取り

組む力をつけることを目的とする。

■対象対象対象対象

小学校4年生から6年生

（定員30名 連続6回参加できる人優先）

■日時日時日時日時・・・・場所場所場所場所

9月から2月までの期間

（毎月1回土曜日 １０時から12時）

まなびの館ローズコム・中央公園・周辺地域など



日時日時日時日時 受講科目受講科目受講科目受講科目 内内内内 容容容容

９９９９／／／／２１２１２１２１

（（（（土土土土））））

生活生活生活生活

((((せいかつせいかつせいかつせいかつ))))

■■■■開講式開講式開講式開講式

｢｢｢｢飛飛飛飛ばそうばそうばそうばそう！！！！ブーメランブーメランブーメランブーメラン 気持気持気持気持ちをひとつにちをひとつにちをひとつにちをひとつに｣｣｣｣（（（（雨天雨天雨天雨天のののの場合場合場合場合

内容内容内容内容がががが変変変変わりますわりますわりますわります））））

※※※※牛乳牛乳牛乳牛乳((((ぎゅうにゅうぎゅうにゅうぎゅうにゅうぎゅうにゅう))))パックパックパックパック１１１１本分持本分持本分持本分持ってきてくださいってきてくださいってきてくださいってきてください。。。。

１０１０１０１０／／／／１９１９１９１９

（（（（土土土土））））

人権人権人権人権

((((じんけんじんけんじんけんじんけん))))

話話話話((((はなはなはなはな))))しししし合合合合((((ああああ))))いいいい

｢｢｢｢見見見見((((みみみみ))))つけようつけようつけようつけよう！！！！みじかなくらしのみじかなくらしのみじかなくらしのみじかなくらしの中中中中のののの宝物宝物宝物宝物((((たからものたからものたからものたからもの))))｣｣｣｣

１１１１１１１１／／／／１６１６１６１６

（（（（土土土土））））

環境環境環境環境

((((かんきょかんきょかんきょかんきょ

うううう))))

｢｢｢｢探探探探((((さがさがさがさが))))してみようしてみようしてみようしてみよう！！！！水辺水辺水辺水辺((((みずべみずべみずべみずべ))))のののの生生生生((((いいいい))))きききき物物物物((((ものものものもの))))｣｣｣｣

１２１２１２１２／／／／１４１４１４１４

（（（（土土土土））））

防災防災防災防災

((((ぼうさいぼうさいぼうさいぼうさい))))

｢｢｢｢見見見見((((みみみみ))))てててて回回回回((((まわまわまわまわ))))ろうろうろうろう！！！！災害災害災害災害((((さいがいさいがいさいがいさいがい))))にににに強強強強((((つよつよつよつよ))))いまちふいまちふいまちふいまちふ

くやまくやまくやまくやま｣｣｣｣

２０１４２０１４２０１４２０１４／／／／

１１１１／／／／１１１１１１１１

（（（（土土土土））））

社会社会社会社会

((((しゃかいしゃかいしゃかいしゃかい))))

①①①①

まちまちまちまち探検探検探検探検((((たんけんたんけんたんけんたんけん))))｢｢｢｢こんなまちになったらいいなこんなまちになったらいいなこんなまちになったらいいなこんなまちになったらいいな！！！！子子子子どもどもどもども

にやさしいまちにやさしいまちにやさしいまちにやさしいまち ふくやまふくやまふくやまふくやま｣｣｣｣①①①①

２２２２／／／／１５１５１５１５

（（（（土土土土））））

社会社会社会社会

((((しゃかいしゃかいしゃかいしゃかい))))

②②②②

まちまちまちまち探検探検探検探検((((たんけんたんけんたんけんたんけん))))｢｢｢｢こんなまちになったらいいなこんなまちになったらいいなこんなまちになったらいいなこんなまちになったらいいな！！！！子子子子どもどもどもども

にやさしいまちにやさしいまちにやさしいまちにやさしいまち ふくやまふくやまふくやまふくやま｣｣｣｣①①①①

■■■■修了式修了式修了式修了式((((しゅうりょうしきしゅうりょうしきしゅうりょうしきしゅうりょうしき))))







○体験からコミュニケーションへ・・

○同じ目的をもつことの大切さ・・

○子どもたちへの巧みな言葉かけで・・

○『個人カルテ』による観察・・

▲お膳立てしすぎ！？

▲意識統一をいかに・・







○意見の多様性に気づく

○子どもたちの発想。例えば”犬”のカードでは「ただのペットな

らほしいが，盲導犬なら絶対必要」また，白紙のカードには

「“命”や“家族”は絶対必要」

○子どもたちの振り返りから・・『この勉強のおかげで必要なもの

やほしいものの区別もつきました』『班の人と協力して考えること

ができました』

▲『子どものもっている発想力を引き出す』を目的にしていたにも

かかわらず・・？

▲｢聞いてくれなかった｣の思いをどう次へつなげていけるか？





○地域を流れる川の探検・観察することで，のびのびと活動

できた。思った以上にたくさんの生き物発見！

○道三川～昔と今～

地域の方の思いを聞く中で・・身近に感じることができた。

○自分たちができることは何だろう？

▲時間配分のむずかしさ・・体験と学習

▲｢自然や環境｣を守るために何ができそうか？





○導入の「おっかないもの」の仲間分けから，災害について

の意識づけとなった。

○実体験はないが，写真で見る・もし○○が来たら・・？自

分で想像したり考えたり，グループの中で話し合うことによ

り，今まで以上に身近には感じられた。

○模擬避難所体験・持って行くものランキング

▲グループワークと体験活動の時間配分

▲こんな時どうする？をより身近に感じるための

工夫→自分で考え行動できる力





○おとなにはない子どもたちの気づきや発見もあった。

○コースが限られていることもあったが，自分が実際に住ん

でいる地域と比べながら意見をだすこともあった。

○普段気づかない・しっかり見ていないことが少しではある

が発見できた。

▲事前におさえるポイントをしっかりおとすこと

も必要だった（コース地図などにポイントを

チェックするなど）子どもとおとなの気づきの違

い→おもしろいとは思ったが・・




